
調査にあたって意識した３つの観点

※総合的な実感は、現在の実感に加え、過去・未来の評価も行う
→ 時間軸を意識した相対的な評価により、現在の状態を改めて丁寧に

見つめていただくとともに、「持続的な」幸せ、ウェルビーイングをとらえる

https://www.pref.toyama.jp/100224/221121wellbeing_chosa_sokuhou.html
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